
畦草刈りの真っ最中
稲田 義敬さん（63）

孫が２人できました
野村 けい子さん（68）
斉藤 天くん（３）　
　　玄くん（０）　

ただいま修業中
山﨑 誠一郎さん（47）
やまさき　せい いちろう

　農事組合法人「米・米クラブ」に雇用就農
しました。就農してまだ３ヵ月で修業の身です。
２年間は学びながら働きます。
　クラブは露地でニラと水稲を栽培していま
す。今はそのニラの植え付け準備で、畑に肥
料をまいていました。３月中に農家からもらって
きた苗を植えます。

　水田の畦の草刈りをしています。大きな草
になる前に今日は１回目の草刈りです。田植え
前の６月上旬に２回目をします。草刈り機を使
う時は跳ね返りに要注意ですね。しっかりゴー
グルをつけて刈りますよ。　
　オクラも栽培しています。本誌に紹介される
頃は繁忙期でへとへとかもしれません（笑）。

　道行く人の目を楽しませようと、三原村改善
センターの交差点脇に様々な花を植えていま
す。今はパンジーとスイセン、ツバキが咲いて
いますが、これからバラやシバザクラ、ユリも
きれいに咲きますよ。　
　手入れをしていたら、通りかかる人が声をか
けてくれます。それも嬉しいですね。

　大阪に暮らす娘が、里帰り出産で帰省して
います。今年２人目の孫の玄くんが生まれ、に
ぎやかになりました。初孫の天くんとは毎日一
緒に散歩しています。関西弁を話していました
が、最近は幡多弁も話しますよ。　
　私はユリ農家です。毎日、農作業と天くんと
の散歩に大忙しです。

私の魅力が分かって？
平岡ゴールデンちゃん（３）

宿毛支所
管内より

佐賀支所
管内より

田植えが始まりました
横山 展幸さん（58）

これから花盛りです
矢野 博さん（82）
　　 朝海さん（81）

　苗を田植え機に入れているところです。毎
年義理の両親の田植えと稲刈りを手伝ってい
ます。田植えは地域の方々より１週間ほど早
く、昨日から始まりました。　
　両親が苗も育てているのですが、寒くてまだ
十分に育っていないようです。今年も何事もな
く稲刈りを迎えられたらと思います。

　私は水槽内で紅一点よ。ピンクの瞳と体の
キラキラした模様が素敵でしょ。他にオスのブ
ラックとマーブル、リューシスティックが住んで
いるわ。今までに２回、出産を経験したの。卵
がかえるといいんだけど。　
　他の水槽には金魚やメダカ、池には鯉もい
るのよ。みんなで家族を癒しているわ。

宿毛支所
管内より

三原支所管
内より

十和支所
管内より

大方支所
管内より

いな　だ　よしたか

よこやま　のぶ ゆき

や　の　ひろし

あさ　み

の　むら

さい とう てん

げん

ひら　おか



幡多地区版

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

消費者交流イベントなど高評価
宿毛４Ｈクラブが全国３位

小袋出荷にも対応
ナバナ調製作業を簡素に―

　

幡
多
地
区
は
、
生
産
者
に
よ
る
ナ
バ

ナ
の
調
製
作
業
を
簡
素
化
す
る
た
め
、

新
た
な
出
荷
形
態
と
し
て
、
小
袋
で
の

出
荷
を
始
め
ま
し
た
。
３
月
６
日
か
ら

受
け
込
み
を
始
め
よ
う
と
、
５
日
に
西

土
佐
、
佐
賀
支
所
で
小
袋
出
荷
の
目
慣

ら
し
会
を
開
き
、
管
内
の
生
産
者
50
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ナ
バ
ナ
は
束
出
荷
が
基
本
で
す
が
、

荷
造
り
が
簡
単
な
加
工
用
の
ば
ら
出
荷

が
増
え
つ
つ
あ
っ
た
た
め
、
同
地
区
は

昨
年
か
ら
小
袋
出
荷
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
束
の
出
荷
規
格
よ
り
も
茎
の
長

さ
に
ゆ
と
り
が
あ
り
、
束
出
荷
で
必
要

な
葉
の
折
り
返
し
作
業
を
省
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
単
価
面
で
は
束
出
荷
に
劣

り
ま
す
が
、
ば
ら
出
荷
よ
り
も
高
い
販

売
を
見
込
め
ま
す
。
生
産
者
は
茎
の
直

径
と
長
さ
を
規
格
通
り
に
揃
え
、
１
袋

当
た
り
６
本
以
上
、
１
５
０
ｇ
以
上
を

入
れ
ま
す
。

　

同
地
区
は
、
小
袋
の
デ
ザ
イ
ン
を
束

出
荷
用
の
巻
き
紙
と
統
一
し
、
袋
の
表

面
に
は
「
清
流
四
万
十
川
の
恵
み　

高

知
県
産
な
ば
な
」
の
文
字
、
裏
面
に
は

料
理
レ
シ
ピ
を
印
字
し
ま
し
た
。

　

小
袋
出
荷
が
本
格
的
に
始
ま
る
の
は

次
年
度
か
ら
で
す
。
同
地
区
は
県
内
一

の
ナ
バ
ナ
産
地
で
、
平
成
30
園
芸
年
度

は
１
６
０
ｔ
を
出
荷
し
ま
し
た
。

　

宿
毛
市
内
の
若
手
農
家
で
構
成
す
る

「
宿
毛
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
」
が
地
域
で
取
り

組
む
消
費
者
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど

が
評
価
さ
れ
、
２
月
27
日
に
東
京
で
開

か
れ
た
第
58
回
全
国
青
年
農
業
者
会
議

で
、
３
位
に
当
た
る
同
会
議
会
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
昭
和
39
年
に
設
立
し
ま

し
た
。
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
野
菜
や
果

樹
、
畜
産
、
水
稲
の
農
家
18
人
で
、
品

目
ご
と
に
小
学
校
で
出
前
授
業
を
行

い
、
農
園
の
栽
培
指
導
を
す
る
な
ど
、

食
農
教
育
活
動
が
活
発
で
す
。

　

中
で
も
同
ク
ラ
ブ
の
特
徴
的
な
取
り

組
み
は
、
３
年
前
か
ら
開
く
自
主
イ
ベ

ン
ト
「
す
く
も
青
空
フ
ェ
ス
タ
」
で

す
。
地
元
の
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て

消
費
者
と
の
交
流
を
図
ろ
う
と
始
め
ま

し
た
。
今
年
も
３
月
10
日
に
開
き
、
文

旦
の
詰
め
放
題
な
ど
、
多
く
の
来
場
者

が
宿
毛
産
品
の
即
売
や
調
理
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

同
会
議
は
、
全
国
の
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
員

が
集
う
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
・
意
見

発
表
の
大
会
で
す
。「
夢
を
見
れ
る
田

舎
へ
」
と
題
し
て
取
り
組
み
を
発
表
し

た
尾
崎
公
帝
さ
ん
は
、「
５
年
前
か
ら

応
募
し
て
い
る
が
、
全
国
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
の
は
初
め
て
。
活
動
が
評
価
さ

れ
て
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

グリーンはた中村店で創業祭
中村支所

中村支所

三崎支所

西土佐支所・佐賀支所

加久見営農組合が誕生

　

土
佐
清
水
市
加
久
見
地
区
の
生
産

者
ら
が
３
月
３
日
、
将
来
に
わ
た
っ

て
農
地
を
守
ろ
う
と
、
加
久
見
営
農

組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。
25
人
が
加

入
し
、
水
稲
の
農
作
業
受
託
を
中
心

に
行
い
ま
す
。
初
年
度
は
地
区
内
10

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
薬
剤
散
布
な
ど
の
病

害
虫
防
除
を
行
い
、
将
来
的
に
は
機

械
を
共
同
購
入
し
て
防
除
以
外
の
作

業
も
受
託
す
る
予
定
で
す
。
設
立
総

会
で
は
、
中
山
巌
組
合
長
が
「
皆
で

協
力
し
て
荒
廃
田
を
作
ら
な
い
よ
う

に
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

同
市
で
は
５
つ
目
の
集
落
営
農
組

織
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

幡
多
地
区
園
芸
研
究
会
果
樹
部
ゆ

ず
部
会
と
同
地
区
は
３
月
４
日
、
地

区
本
部
で
第
16
回
ゆ
ず
出
荷
販
売
検

討
会
を
開
き
ま
し
た
。
地
区
内
の
ユ

ズ
生
産
者
22
人
が
参
加
し
、
市
場
と

仲
卸
か
ら
ユ
ズ
の
消
費
動
向
な
ど
の

情
勢
報
告
を
受
け
た
他
、
幡
多
農
業

振
興
セ
ン
タ
ー
の
中
脇
満
枝
さ
ん
か

ら
雑
草
の
働
き
を
学
び
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
気
象
変

化
が
極
端
に
な
っ
た
こ
と
で
、
現
代

で
は
雑
草
を
上
手
に
利
用
す
る
こ

と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
雑
草
は

草
丈
や
季
節
に
よ
っ
て
果
実
の
腐

敗
を
減
ら
す
な
ど
の
効
果
が
あ
る

そ
う
で
す
。

「おおきみ」化粧箱を新調
地区本部

果樹園内の雑草効果に注目

小袋出荷用のナバナを確認する生産者

卵１パックと「せとか」を受け取る来店者（右）設立総会に出席した加久見営農組合の組合員

従来の化粧箱（左）と切り替わった化粧箱ゆず出荷販売検討会で講演に聞き入る生産者ら

全国表彰を受けた宿毛４Ｈクラブのメンバー

　

中
村
支
所
で
出
荷
し
て
い
る
大

玉
の
イ
チ
ゴ
「
お
お
き
み
」
の
化
粧

箱
が
３
月
、
新
し
く
切
り
替
わ
り

ま
し
た
。
従
来
の
化
粧
箱
は
正
方

形
で
箱
表
面
の
色
は
黒
地
基
調
で

し
た
が
、
新
調
し
た
化
粧
箱
は
長

方
形
で
白
地
基
調
で
す
。
同
支
所

お
お
き
み
部
会
が
、
市
場
か
ら
の

要
望
に
応
え
る
た
め
に
変
更
し
ま

し
た
。
部
員
間
で
は
「
詰
め
や
す
く

な
っ
た
」
と
好
評
で
、
検
査
す
る
Ｊ

Ａ
職
員
間
で
も
「
箱
の
開
封
が
し

や
す
く
な
っ
た
」
と
好
評
で
す
。

　
「
お
お
き
み
」
は
四
万
十
市
や
宿

毛
市
、
黒
潮
町
で
栽
培
さ
れ
、
５
月

い
っ
ぱ
い
ま
で
出
荷
が
あ
り
ま
す
。

宿毛支所

　

中
村
支
所
は
３
月
15
〜
17
日
の
３
日

間
、 

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
た
中
村
店
で
創

業
祭
を
開
き
ま
し
た
。
豚
肉
や
精
米
、

資
材
の
特
価
販
売
や
、
１
５
０
０
円
以

上
の
お
買
い
上
げ
で
卵
１
パ
ッ
ク
、
隣

接
す
る
ジ
ャ
ス
ポ
ー
ト
四
万
十
と
連
動

し
て
自
動
車
燃
料
１
ℓ
当
た
り
５
円
引

き
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。
今
年
は
更

に
、 

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
の
「
せ
と
か
」
も

当
選
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

同
Ｊ
Ａ
と
は
災
害
連
携
協
定
を
結

ん
で
い
ま
す
。
昨
年
の
西
日
本
豪
雨

で
被
災
し
た
同
Ｊ
Ａ
を
支
援
し
よ
う

と
、「
せ
と
か
」
３
０
０
㎏
を
買
い
取

り
ま
し
た
。



　日当たりの良いベランダであれば、オクラは鉢栽培もで
きます。種まきは５月中旬以降に行います。草丈が１ｍ以
上にもなるので、10号（30㎝）以上の鉢を用意しましょう。
　まず、市販の培養土を鉢に入れ、真ん中に４～５粒の
種をまき、１㎝ほど覆土して軽く鎮圧します。種は一昼夜

水に浸してから種まきすると発芽が早まります。
　草丈が30㎝以上になったら、120㎝ぐらいの支柱を立
てて、倒伏を防止します。株元に腐葉土やわらを敷き、
乾燥を防ぎます。過湿に気を付け、毎日適量の水やりを
します。追肥は１週間に１度、1000倍の液肥を施します。
　開花後３～５日の若いさやをはさみで切って収穫しま
す。すぐにさやが堅くなるので、取り遅れに注意しましょう。

幡多地区版

シ
シ
ト
ウ
と
米
ナ
ス

定
植
後
の
管
理

北
幡
営
農
セ
ン
タ
ー  

安
藤 

岳

　
　
　
（
０
８
８
０-

２
８-

５
２
２
５
）

栽培カレンダー
１月２月３月４月５月６月７月８月９月 10月 11月 12月

●:種まき　■:収穫

　元肥は１㎡当たり苦土石灰を
200ｇ、特777SPを40ｇ施用し
ます。畝幅は90㎝、株間は45㎝
で２条植えです。地温を確保
し、順調に発芽と初期生育を促
すため、マルチを敷きます。

畑の準備1

収穫5
　開花後７～10日程度で、
長さ８～10㎝になったら収
穫します。
　幼果の育ちは早く、葉の
陰になると取り残しが出や
すいので、適期を見逃さず
に収穫しましょう。

2
　種子は硬いため、播種前に
一晩水かぬるま湯に浸けておく
と発芽が良くなります。１穴に３～
４粒を播き、覆土は一握り程度
で深播きは避けましょう。

播種

3 追肥

　一株当たり１～２果を収穫した頃から追肥を始めます。１回の
施肥量は１㎡当たりCDU555を30～40ｇ施用します。その後、月
２回程度、同量を追肥します。

初心者（家庭菜園）向け

　高温性かつ好光性で、盛夏を通してよく育ちます。反面、
耐寒性は弱く、10度以下になると生育しなくなります。
　果実の表面には全面に粗毛があります。取り遅れると
繊維が発達して著しく食味を損ねてしまうので注意しましょう。

摘葉4
　生育盛りになって葉が混
み合ってきたら、育ち具合
に応じて摘葉し、葉によく
光が当たるようにして、着
果の肥大を良くします。

※光線不足や低温が主な原因で、オクラの果実にゴマ粒から米
粒大のイボが発生することがあります。植物の生理障害の一種
なので、食べても差し支えありません。

ベランダで
できる

   キッチン
ガーデン①

　

北
幡
管
内
で
は
、
シ
シ
ト
ウ

と
米
ナ
ス
の
定
植
が
終
わ
る
時

期
で
す
。
定
植
後
は
次
の
点
に

注
意
し
て
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

活
着
す
る
ま
で
の
定
植
後

７
〜
10
日
間
は
、
シ
シ
ト
ウ
、

米
ナ
ス
と
も
に
、
根
元
が
乾
か

な
い
よ
う
に
株
元
へ
手
灌
水
を

し
て
下
さ
い
。
初
期
の
水
が
不

足
す
る
と
、
活
着
が
遅
れ
て
生

育
不
良
を
起
こ
し
ま
す
。
活
着

後
は
逆
に
灌
水
を
控
え
め
に
し

て
、
根
を
深
く
張
ら
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
防
風

ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
い
な
い
方
は
早

め
に
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

定期人事異動 平成31年４月１日付

●須崎農業振興センター（高南農業改良普及所）

●幡多農業振興センター
【転入】 【転出】

新所属
幡多農業振興センター

技術次長 中川 泉 地域農業推進課 課長補佐

農業改良普及課 チーフ
（産地育成第一担当） 岡田 昌久 農業大学校 教育課　

チーフ（野菜科担当）

（農業改良普及課）主査 和田 卓巳 農業技術センター
研究企画課 研究員

（農業基盤課）主幹 安田 勝幸
幡多土木事務所
土佐清水事務所
工務課 主幹

（農業基盤課）主幹 松倉 健
幡多土木事務所
宿毛事務所
道路課 主幹

（農業改良普及課）技師 白木 香奈 新採

技術次長 高橋 尚之
農業改良普及課長 川原 幹男

（農業基盤課）技師 井垣 伊織 新採

氏名 旧所属 旧所属
幡多農業振興センター

基盤整備課 チーフ
（基盤第二担当） 入野 節雄

安芸農業振興センター
基盤整備課 チーフ
（基盤第二担当）

農業改良普及課 主任 福原 宏
農業大学校 教育課 
チーフ（花き科担当）

農業改良普及課
普及指導員 渡邊 一以

農産物マーケティング
戦略課 主査

農業改良普及課長 北村 真人

基盤整備課 チーフ
（基盤第二担当） 島田 利男

農業改良普及課 主任
（人材育成マネジメント担当）武内 聖志

農業改良普及課
普及指導員 池川 侑花

総務企画課 チーフ
（企画担当）

吉岡 誠二 
（大月町災害派遣から復帰）

氏名 新所属

【退職者】 氏名

【所内異動等】 氏名

農業改良普及所長 原 守男 須崎農業振興センター
農業改良普及課長

普及指導員 植田 祥平 鳥獣対策課 主幹

普及指導員 山﨑 裕子 農業担い手育成センター
主幹

普及指導員 原 隆夫 農業担い手育成センター
主幹

農業改良普及課長 和田 敬 安芸農業振興センター所長
チーフ
（産地育成第一担当） 松岡 達憲 農業大学校教育課

チーフ（野菜科担当）

主任 正木 雅和 中央東農業振興センター
主任

普及指導員 斉田 直哉 農業技術センター
主任研究員

【転入】 【転出】
新所属

高南農業改良普及所 氏名 旧所属 旧所属
高南農業改良普及所 氏名 新所属



▼
他
県
で
は
日
向
夏
、
ニ
ュ
ー
サ
マ
ー

オ
レ
ン
ジ
な
ど
と
呼
び
、
産
地
ご
と

に
味
が
異
な
る
そ
う
で
す
。
食
べ
比
べ

も
楽
し
そ
う
で
す
ね
。

▼  「
主
人
に
も
学
ん
で
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
お
便
り
も
た
く
さ
ん
頂
き
、

反
響
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

▼
そ
れ
は
快
感
で
す
ね
。
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農

業
の
動
画
も
見
て
み
た
い
で
す
。

最
近
は
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
、
農
機

具
（
特
に
大
型
機
械
）
に
よ
る
作
業

を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
で
す
。

は
か
ど
る
作
業
が
と
て
も
お
も
し
ろ

い
で
す
。 （

大
月
支
所
管
内
・
42
歳
）

今
月
号
の
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
宿

毛
産
の
小
夏
だ
っ
た
の
で
、
テ
ン

シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
し
た
。「
コ
チ
ッ

ト
の
直
販
所
め
ぐ
り
」
の
ペ
ー
ジ

で
小
夏
の
写
真
を
見
て
、
ジ
ュ
ー

シ
ー
で
爽
や
か
な
香
り
の
果
物
を

ぜ
ひ
友
人
に
贈
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
高
知
を
紹
介
す
る
の
に
最
適

で
す
。 

（
中
村
支
所
管
内
・
69
歳
）

「
よ
う
こ
そ
Ｊ
Ａ
教
室
」
の
男
性
料

理
教
室
が
素
敵
で
す
。
黒
潮
町
で

も
こ
ん
な
メ
ン
ズ
く
っ
き
ん
ぐ
ス

ク
ー
ル
の
開
催
が
あ
れ
ば
な
ぁ
〜

と
、
羨
ま
し
く
思
い
ま
し
た
！

 

（
大
方
支
所
管
内
・
34
歳
）

あ
ぐ
り
メ
ン
ズ
く
っ
き
ん
ぐ
ス
ク
ー
ル

の
皆
さ
ん
、
エ
プ
ロ
ン
姿
が
お
似
合

い
で
す
。
味
見
し
て
い
る
写
真
や
お

い
し
そ
う
に
召
し
上
が
っ
て
い
る
表

情
が
い
い
で
す
ね
。

 

（
三
崎
支
所
管
内
・
73
歳
）

▼
激
励
の
お
言
葉
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
橋
田
さ
ん
親
子
に
お
伝

え
し
ま
す
！

特
集
の
親
元
就
農
が
良
か
っ
た
で

す
。
な
か
な
か
親
の
後
を
継
い
で
も

ら
え
な
い
現
在
、
後
継
者
の
息
子
さ

ん
が
い
て
嬉
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

親
子
で
仲
良
く
頑
張
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
！

 

（
十
和
支
所
管
内
・
72
歳
）

▼
西
嶋
さ
ん
一
家
は
捨
て
猫
の
里
親

に
な
っ
た
方
で
、
誌
面
で
紹
介
後
、

猫
を
保
護
さ
れ
た
方
か
ら
喜
び
の

電
話
を
頂
き
ま
し
た
！

野
菜
や
料
理
の
作
り
方
は
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
動
物

や
花
も
大
好
き
な
の
で
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
今
月
号
の
猫
さ
ん
、

ヤ
ギ
の
あ
め
ち
ゃ
ん
、
牛
さ
ん
に

癒
さ
れ
て
い
ま
す
！
 　

　
（
三
原
支
所
管
内
・
71
歳
）

幡多地区版

～女性部員の皆さんへ～
女神の運動会参加者募集中

　ＪＡ高知県女性部幡多地区は６月12日（水）、女神の運動
会を開きます。女性部員の皆さん、 ふるってご参加ください。

開催日時 2019年６月12日（水）　10：30～
（10：00～ 受付）

内　　容 ＪＡ高知県幡多地区本部
（四万十市右山五月町７番40号）

参加対象 ＪＡ高知県女性部幡多地区の部員

参 加 費 700円 お申込み 各支所女性部事務局

お気軽にご相談ください
 各種ローン相談会開催中

　毎月第２日曜日は宿毛支所、第３日曜日は中村支所で
ローン相談会を開催しています。ＪＡが取り扱う住宅・マイ
カー・教育・カードの各種ローンの相談ができます。お気
軽にご来場の上、ご相談ください。

●毎月第２日曜日　９：00～ 14：00
　宿毛支所（宿毛市南沖須賀１番１号）
●毎月第３日曜日　９：00～ 14：00
　中村支所（四万十市右山五月町７番40号）

家の光新刊図書のご案内

●症状と原因が写真でわかる
　庭木・花木・果樹の病害虫ハンドブック
　草間祐輔著・定価：1,728円（税込）
　名前を知らなくても症状写真でよくわかる、
庭木・花木・果樹の病害虫対策。植物別
の目次で調べやすく、様々な角度の写真を
多数掲載し、原因と対処法がすぐわかる。

●ひと工夫でこんなに差が出る！
　驚きの家庭菜園　マル秘技58
　定価：1,728円（税込）
　「トマトの合体栽培」「ナスの落ち葉床栽
培」「エダマメの根切り植え」など、家庭菜
園で人気の野菜の収量＆品質がぐんとアッ
プする、驚きのアイデア栽培法が満載。

▲保護された猫た
ちを受け取りに来
た時の写真です

◀こんなに大きくな
りました！

●少量でもおいしい　体にやさしい
　季節のお漬けもの
　山田奈美著・定価：1,512円（税込）
　薬膳料理家による、塩分控えめでヘル
シーな漬けもの112品。定番の梅干しやぬ
か漬けはもちろん、浅漬けや甘酢漬け、オイ
ル漬けなど、ポリ袋や空きびんで少量でも
おいしく作れるので、忙しい人にもおすすめ。
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